
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
の
取
り
組
み

ＩＣタグが付けられたアルゴン充填ライン

全国に拡大へガスボンベ履歴把握

業界共通ＩＣタグで容器管理

産
業
ガ
ス
特
集

　
産
業
ガ
ス
の
供
給
、
貯
蔵

に
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の

方
法
が
あ
る
。
一
つ
は
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
敷
地
内
な
ど
で
プ

ラ
ン
ト
を
設
置
し
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
供
給
す
る
パ
イ
ピ

ン
グ
。
次
に
大
量
供
給
で
き

る
の
が
液
化
ガ
ス
を
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
で
運
び
、
液
化
ガ

ス
貯
槽
に
た
め
、
気
化
し
て

使
用
す
る
方
法
。
そ
し
て
最

も
小
規
模
な
の
が
、
液
化
ガ

ス
を
充
填
工
場
で
ガ
ス
シ
リ

ン
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
容
器
、

い
わ
ゆ
る
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
充

填
し
て
利
用
す
る
方
法
だ
。

　
こ
の
ガ
ス
容
器
の
利
用
は

最
も
汎
用
的
な
も
の
だ
が
、

今
、
こ
の
容
器
一
つ
ひ
と
つ

に
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ

Ｉ
Ｃ
タ

グ

を
取
り
付
け
て
産
業
ガ

ス
業
界
統
一
の
管
理
徹
底
を

実
現
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
中
心
と
な
る
の

は
、
産
業
ガ
ス
業
界
に
お
け

る
団
体
組
織
で
関
連
の
１
１

０
６
社
が
名
を
連
ね
る
日
本

産
業
・
医
療
ガ
ス
協
会

Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ

だ
。

　
こ
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
は
容
器

個
別
の
識
別
情
報
、
高
圧
ガ

ス
保
安
法
に
基
づ
く
管
理
情

報
、
物
流
管
理
の
た
め
の
移

動
履
歴
情
報
な
ど
が
書
き
込

め
る
。
ガ
ス
容
器
の
使
用
期

限
や
耐
圧
期
限
が
徹
底
管
理

で
き
る
う
え
「
容
器
の
移
動

履
歴
の
迅
速
な
把
握
に
よ
る

効
率
化
、
放
置
容
器
に
よ
る

事
故
撲
滅
な
ど
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
期
待
で
き
る
」

Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
担
当
者

と
い

う
。

　
国
内
で
の
ガ
ス
容
器
の
流

通
量
は
１
５
０
０
万
本
と
も

言
わ
れ
る
。
従
来
は
ガ
ス
容

器
の
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
が
進

ん
で
き
た
が
、
導
入
各
社
が

独
自
に
進
め
た
こ
と
か
ら
標

準
化
さ
れ
て
お
ら
ず
シ
ス
テ

ム
間
の
互
換
性
が
乏
し
い
。

複
数
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
取

り
扱
う
現
場
で
は
か
え
っ
て

複
雑
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
で
は
業
界
あ

げ
て
の
取
り
組
み
と
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
管
理
者
に

必
要
な
世
界
共
通
の
ナ
ン
バ

ー
を
取
得
。
全
体
を
一
つ
の

ナ
ン
バ
ー
で
管
理
す
る
こ
と

で
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
導
入
す
る

企
業
の
初
期
コ
ス
ト
低
減
に

つ
な
げ
る
。
こ
れ
ま
で
に
会

員
企
業
の
現
場
で
、
容
器
を

搭
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
定
置

式
ア
ン
テ
ナ
の
下
を
通
過
す

る
際
に
タ
グ
の
情
報
を
読
み

取
れ
る
か
な
ど
の
試
験
を
積

み
重
ね
て
き
た
。
現
在

万

本
の
容
器
に
装
着
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
は
メ
ー
カ
ー
か

ら
ガ
ス
販
売
業
者
ま
で
全
国

規
模
で
広
げ
て
い
く
こ
と
が

課
題
と
な
る
。
「
２
０
１
５

年
度
ま
で
に
３
１
０
万
個
の

装
着
を
目
標
」

同

と
し
、

普
及
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

小林さん

古河スカイ岡おか田だ　満みつる氏
ア
ジ
ア
で
シ
ェ
ア
拡
大　

年

昭

京
大
院
工
学
研
究
科
修
了
、
同
年

古
河
電
気
工
業
入
社
。

年
古
河
ス
カ
イ
取
締
役
、

年
常
務
。兵
庫
県
出
身
、

歳
。６
月

日
就
任
。

　

国
内
最
大
の
ア
ル
ミ

圧
延
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ

を
託
さ
れ
た
。
現
場
な
ど

で
培
っ
た
豊
富
な
経
験
と

行
動
力
を
経
営
に
生
か

す
。
ま
ず
国
内
の
構
造
改

革
や
海
外
事
業
の
推
進
に

向
け
た
中
期
経
営
計
画
の

遂
行
が
命
題
と
な
る

　
「
２
０
１
２
年
度
が
最

終
年
度
で
あ
る
中
計
の
実

行
が
一
番
の
課
題
だ
。
吉

原
正
照
前
社
長
の
下
で
研

究
以
外
の
事
業
部
を
管
掌

し
て
い
た
の
で
、
そ
の
業

務
の
延
長
線
で
も
あ
る
。

成
果
を
出
さ
な
い
と
い
け

な
い
」

　

日
光
工
場
で
の
上
流

工
程
休
止
や
ア
ル
ミ
圧
延

で
の
タ
イ
進
出
な
ど
現
中

計
の
施
策
を
実
行
。
国
内

の
競
争
力
強
化
と
海
外
市

場
を
両
輪
に
成

長
を
狙
う
戦
略

は
、
新
ト
ッ
プ

の
も
と
で
次
期
中
計
に
引

き
継
が
れ
る

　
「
円
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

費
用
の
増
加
と
い
っ
た
逆

風
も
あ
る
が
、
国
内
工
場

が
生
き
残
る
要
素
は
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
効
率

を
追
求
す
る
。
日
光
以
外

の
国
内
工
場
は
、
次
期
中

計
で
構
造
改
革
の
成
果
を

出
す
。
新
た
に
海
外
の
生

産
拠
点
と
し
て
タ
イ
が
加

わ
る
。
安
定
操
業
に
向
け

た
準
備
を
行
い
、
製
品
構

成
な
ど
検
討
を
進
め
る
。

日
本
と
中
国
、
タ
イ
の
拠

点
を
活
用
し
、
ア
ジ
ア
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
シ
ェ
ア
拡

大
を
目
指
す
」

　

会
話
の
端
々
に
実
直

さ
が
う
か
が
え
る
。
優
等

生
と
い
っ
た
風
貌
に
似
合

わ
ず
、
企
業
の
将
来
像
に

つ
い
て
熱
く
語
る
情
熱
的

な
一
面
も
の
ぞ

か
せ
る

　
「
ア
ジ
ア
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
に
し
た

い
。
ア
ル
ミ
産
業
は
海
外

で
大
き
な
メ
ー
カ
ー
が
多

く
あ
る
。
安
心
し
て
仕
事

を
す
る
に
は
、
あ
る
程
度

の
規
模
が
必
要
だ
。
量
に

加
え
、
人
材
や
財
務
を
含

め
た
質
で
ア
ジ
ア
ト
ッ
プ

を
目
指
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

で
の
人
材
育
成
は
重
要

で
、
難
し
い
こ
と
だ
。
各

工
場
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を

タ
イ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

抜
て
き
し
て
経
験
さ
せ
る

な
ど
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」

　

好
き
な
言
葉
は
「
一

生
懸
命
」
。
趣
味
は
ゴ
ル

フ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
鑑
賞
。

学
生
時
代
に
野
球
や
卓
球

に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
か
ら

大
の
運
動
好
き
。
ロ
ン
ド

ン
五
輪
が
目
下
の
楽
し
み

だ
と
か

大
友
裕
登

黒
鉛
電
極
継
ぎ
手
増
産
億
円
投
じ
年
５
０
０
０
�
体
制
昭
和
電
工

　
昭
和
電
工
は
電
気
製
鋼
炉
用
の
黒
鉛
電
極
同
士
を
結
合

す
る
ニ
ッ
プ
ル

電
極
継
ぎ
手

の
年
産
能
力
を
２
０
１

３
年
末
に
現
状
比
約
３
割
増
の
５
０
０
０

に
引
き
上
げ

る
。
約

億
円
を
投
じ
て
大
町
事
業
所

長
野
県
大
町

市

の
生
産
設
備
を
増
強
す
る
。
同
社
は
ア
ジ
ア
な
ど
の

新
興
国
を
中
心
と
し
た
電
炉
鋼
の
増
産
需
要
に
対
応
し
、

日
本
、
米
国
、
中
国
の
３
拠
点
で
電
炉
で
使
う
黒
鉛
電
極

の
年
産
能
力
を

年
に
現
状
比
５
割
増
の

万
７
０
０
０

に
増
や
す
計
画
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ニ
ッ
プ
ル
を
増
産

す
る
こ
と
に
し
た
。

斜
め
延
伸
式
位
相
差
フ
ィ
ル
ム
日
本
ゼ
オ
ン
、
増
産
３
倍
来
年
中
に

米
モ
ノ
ソ
ル
買
収
完
了
ポ
バ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
強
化
３
１
０
億
円
ク
ラ
レ

燃
料
電
池
材
料
の
解
析
技
術
繊
維
向
け
な
ど
応
用
Ｋ
Ｒ
Ｉ

住
友
ス
リ
ー
エ
ム
が
防
水
フ
ィ
ル
ム

水は通さず肌蒸れにくく
　
住
友
ス
リ
ー
エ
ム

東
京
都
世
田

谷
区
、
三
村
浩
一
社
長
、
０
３
・
３

７
０
９
・
８
１
１
１

は
、
肌
に
貼

る
防
水
フ
ィ
ル
ム
「
ネ
ク
ス
ケ
ア
　

防
水
ス
ム
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
　
ロ
ー
ル

タ
イ
プ

写
真
」
を
８
月

日
に
発

売
す
る
。
水
仕
事
や
入
浴
時
な
ど

に
、
ガ
ー
ゼ
や
ば
ん
そ
う
こ
う
が
ぬ

れ
る
の
を
防
ぐ
。
水
は
通
さ

な
い
が
、
通
気
性
を
持
つ
た

め
肌
が
蒸
れ
に
く
い
。
幅
５

と

の
２
サ
イ
ズ

で
、
参
考
価
格
は
い
ず
れ
も

６
３
０
円
。
医
療
用
に
提
供

し
て
い
る
テ
ー
プ
を
一
般
発

売
向
け
に
改
良
し
た
。

日鉄商事、出資％にインドネシアのコイルセンター

議
論
の
行
方
心
配

　
▽

「
実
質
的
に
は
２
択

問
題
だ
」
と
語
る
の
は
石
油

化
学
工
業
協
会
会
長
で
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
社
長
の
小
林
喜
光
さ
ん
。

政
府
が
示
す
２
０
３
０
年
に

お
け
る
原
子
力
発
電
の
依
存

度
を
め
ぐ
る
選
択
肢
３
案
に

疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

　
▽

政
府
は
原
発
依
存
度

を

ゼ
ロ
、

％
、

―

％

の
３
案
と
す
る
選
択
肢

を
公
表
し
た
。
小
林
さ
ん
は

「

％
と

―

％
は
同
じ

よ
う
な
も
の
。
原
発
を
す
ぐ

に
や
め
る
か
、
そ
れ
と
も
残

す
か
の
問
題
に

収
斂
す
る
」

れ
ん

し
ゅ
う

と
指
摘
。

　
▽

原
発
へ

の
強
い
不
安
感

か
ら
、
依
存
度
を
め
ぐ
る
理

性
的
な
判
断
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。
「
そ
ん
な
中
で
国
民

に
０
か
１
と
い
う
究
極
の
判

断
を
迫
る
の
は
危
険
」
と
議

論
の
行
方
を
心
配
す
る
。

１
―
６
月
買
い
取
り

金

％
増

田
中
貴
金
属
ま
と
め

　
田
中
貴
金
属
工
業

東
京

都
千
代
田
区
、
岡
本
英
彌
社

長
、
０
３
・
６
３
１
１
・
５

５
１
１

は
、
１
―
６
月
の

貴
金
属
買
い
取
り
実
績
を
ま

と
め
た
。
金
は
前
年
同
期
比

・
５
％
増
の
２
０
４
１

、
プ
ラ
チ
ナ
は
同

・
３

％
増
の
２
９
０

と
な
っ

た
。
高
値
圏
で
推
移
し
た
こ

と
で
取
引
が
活
発
化
し
た
。

　
金
の
月
平
均
価
格
は
２
月

が
前
月
比
２
７
９
円
上
昇
の

１

当
た
り
４
４
３
４
円
、

３
月
も
同
４
４
８
９
円
と
高

値
が
続
い
た
。

　
こ
う
し
た
価
格
の
推
移
を

受
け
、
２
―
３
月
に
買
い
取

り
が
増
加
。
１
―
６
月
の
買

い
取
り
実
績
の
う
ち
、
２
―

３
月
の
割
合
が

・
５
％
を

占
め
た
。

液
化
炭
酸
ガ
ス

年
産
７
万

に
引
き
上
げ

日
本
触
媒
が

年

　
日
本
触
媒
は

日
、
２
０

１
４
年
に
液
化
炭
酸
ガ
ス
の

年
産
能
力
を
現
状
比

％
増

の
７
万

に
引
き
上
げ
る
。

約

億
円
を
投
じ
て
川
崎
製

造
所
浮
島
工
場

川
崎
市
川

崎
区

に
年
産
約
３
万
２
０

０
０

の
製
造
設
備
を
建
設

し
、

年
４
月
に
商
業
運
転

を
始
め
る
。
炭
酸
ガ
ス
は
溶

接
ガ
ス
や
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、

炭
酸
飲
料
な
ど
幅
広
い
需
要

が
あ
る
が
石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
縮
小
で
国
内
生
産

が
減
少
し
て
い
る
。
浮
島
工

場
の
酸
化
エ
チ
レ
ン

Ｅ

Ｏ

生
産
時
に
排
出
す
る
炭

酸
ガ
ス
を
回
収
し
て
液
化
炭

酸
ガ
ス
を
製
造
し
、
供
給
不

足
の
解
消
に
つ
な
げ
る
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電

話

用
な
ど
中
小
型
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
や
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ

・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ

Ｌ

テ
レ
ビ
向
け
に
斜
め
延

伸
式
位
相
差
フ
ィ
ル
ム
を
増

産
す
る
。
顧
客
の
生
産
性
向

上
や
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
薄
肉

化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

２
０
１
３
年
中
に
生
産
量
を

現
状
比
約
３
倍
の
年
１
５
０

０
万
平
方

に
引
き
上
げ

る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
需
要
拡
大
に
伴
い
、

月

か
ら
本
格
的
な
量
産
に
入
る

富
山
県
氷
見
市
の
工
場
で
早

期
に
フ
ル
生
産
を
行
う
。

　
同
フ
ィ
ル
ム
は
有
機
Ｅ
Ｌ

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
偏
光
板
に

組
み
込
む
こ
と
で
外
光
反
射

を
低
減
し
、
屋
外
で
の
画
質

低
下
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
有
機
Ｅ
Ｌ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
採
用
す
る
動
き
が

加
速
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
自
社
製
フ
ィ
ル
ム
の
売

り
込
み
を
か
け
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末

携
帯
型
情
報
端
末

の

中
小
型
サ
イ
ズ
向
け
円
偏
光

型
Ｖ
Ａ
方
式
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
用
で
も
採
用
拡
大
を
目

指
す
。

　
斜
め
延
伸
式
位
相
差
フ
ィ

ル
ム
は
シ
ク
ロ
オ
レ
フ
ィ
ン

ポ
リ
マ
ー
製
で
既
存
の
ポ
リ

カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製
よ
り
も
高

価
と
な
る
。
だ
が
、
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
向
け
で
従
来
方
式
で

あ
る
パ
ッ
チ
式
に
よ
る
フ
ィ

ル
ム
の
貼
り
合
わ
せ
に
比
べ

生
産
性
の
高
い
ロ
ー
ル
式
に

変
更
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
は

年
秋
に

約

億
円
を
投
じ
て
富
山
県

氷
見
市
の
工
場
に
新
ラ
イ
ン

を
設
置
。
さ
ら
に
１
ラ
イ
ン

を
追
加
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
も
の
の
、
需
要
動
向
や

リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
生

産
拠
点
の
分
散
化
を
考
慮
し

た
上
で
、
今
後
の
設
備
増
強

を
決
め
る
考
え
だ
。

科
学
イ
ベ
ン
ト
に

鋼
材
当
て
出
展

鉄
　
　
連

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
は

、

日
に
科
学
技
術
館

東
京
都

千
代
田
区

で
開
か
れ
る
科

学
イ
ベ
ン
ト
「
青
少
年
の
た

め
の
科
学
の
祭
典
２
０
１
２

全
国
大
会
」
に
初
出
展
す

る
。
２
万
人
の
来
場
を
見
込

む
同
イ
ベ
ン
ト
で
、
科
学
技

術
館
内
で
鉄
連
が
常
設
し
て

い
る
鉄
鋼
展
示
室
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
人
気
の
あ
る
「
火
花

に
よ
る
鋼
材
当
て
」
を
実
施

す
る
予
定
。
鋼
材
当
て
は
両

日
の
９
―

時
台
に
計

回

実
施
す
る
。

▲黒
鉛
電
極
の
ポ

ー
ル
部
分
に
装

着
さ
れ
る
ニ
ッ

プ
ル

　
黒
鉛
電
極
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
溶
解
し
て
鋼
を
生
産
す

る
電
炉
の
電
極
と
し
て
使
わ

れ
る
消
耗
品
。
外
径

―

、
長
さ
２
―
３

の

筒
状
の
黒
鉛
電
極
同
士
を
ニ

ッ
プ
ル
で
結
合

し
て
使
う
。
ニ

ッ
プ
ル
は
生
産

に
約
５
カ
月
か

け
る
な
ど
高
品

質
が
求
め
ら
れ

る
。
昭
和
電
工

は

年
以
上
の
黒
鉛
電
極
生

産
で
培
っ
た
加
工
技
術
を
持

つ
大
町
事
業
所
で
全
量
生
産

し
、
海
外
拠
点
に
輸
出
す

る
。

　
昭
和
電
工
は

年
ま
で
の

中
期
経
営
計
画
で
黒
鉛
電
極

を
重
点
事
業
に
位
置
づ
け
て

海
外
展
開
を
加
速
し
て
い

る
。
米
生
産
子
会
社
の
昭
和

電
工
カ
ー
ボ
ン

サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州

の
黒
鉛
電
極

年
産
能
力
を

年
下
期
を
め

ど
に
現
状
比

％
増
の
７
万

５
０
０
０

に
増
強
。
年
内

を
め
ど
に
中
国
の
黒
鉛
電
極

メ
ー
カ
ー
、
中
鋼
集
団
四
川

炭
素

四
川
省
広
元
市
、
年

産
能
力
２
万
２
０
０
０

の
株
式

％
を
約

億
円
で

取
得
し
て
子
会
社
化
す
る
。

　
ア
ジ
ア
や
南
米
の
新
興
国

で
は
経
済
成
長
に
伴
う
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
増
加
で
、
電
炉

鋼
の
需
要
増
が
見
込
め
る
。

そ
の
た
め
電
炉
で
使
う
黒
鉛

電
極
の
需
要
増
も
期
待
で

き
、
昭
和
電
工
は
大
町
事
業

所
の
黒
鉛
電
極
向
け
ニ
ッ
プ

ル
生
産
設
備
を
増
強
す
る
こ

と
に
し
た
。

　
ま
た
、
大
町
事
業
所
で
は

円
高
対
策
と
し
て
黒
鉛
電
極

原
料
の
組
み
合
わ
せ
を
見
直

し
、
製
造
過
程
で
出
る
排
ガ

ス
の
再
利
用
、
製
造
工
程
の

効
率
化
で
黒
鉛
電
極
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
進
め
る
。

　
◆
紙
工
作
コ
ン
テ
ス
ト

　
リ
ン
テ
ッ
ク
　
紙
を
素
材

と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

対
象
と
す
る
「
夏
休
み
紙
工

作
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
応
募
作

品
を
募
集
す
る
。
同
社
の
色

画
用
紙
を
使
っ
た
造
形
プ
ロ

グ
ラ
ム
紹
介
サ
イ
ト
「
ニ
ュ

ー
カ
ラ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
作

品
を
撮
影
し
た
画
像
を
送
付

し
て
応
募
。
応
募
作
品
は
同

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
順
次
紹
介

す
る
予
定
。
抽
選
で

人
に

工
作
用
色
画
用
紙
セ
ッ
ト
と

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
す
る
。

締
め
切
り
は
９
月

日
。

　
日
鉄
商
事

は
２
０
１
３

年
７
月
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

で
稼
働
予
定

の
鉄
鋼
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー

「
イ
ン
ド
ジ

ャ
パ
ン
・
ス

チ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
に
対

す
る
出
資
比

率
を
当
初
の

％
か
ら

％
に
引
き
上

げ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
営

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
、
ク
ラ
カ
タ

ウ
も

％
の
出
資
比
率
を

％
に
高
め
、
両
社
の
合
弁
と

し
た
。
当
初
、
現
地
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
ヤ
ビ

ン
サ
、
鋼
材
加
工
・
流
通
の

ド
ゥ
イ
ジ
ャ
ヤ
は
そ
れ
ぞ
れ

％
を
出
資
し
て
い
た
が
、

資
本
戦
略
の
変
更
で
出
資
を

取
り
や
め
た
。

　
出
資
を
や
め
た
２
社
は
、

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
を
継
続
す
る
。
当
初
の
事

業
計
画
は
変
更
な
く
、
同
コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
は

年
７
月

に
月
１
万

の
鋼
材
加
工
能

力
で
稼
働
開
始
す
る
予
定
。

　
イ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
は

年

３
月
に
資
本
金
１
０
０
０
億

ル
ピ
ア

約
８
億
５
０
０
０

万
円

で
設
立
。
当
初
は
日

鉄
商
事
、
ア
ド
ヤ
ビ
ン
サ
、

ド
ゥ
イ
ジ
ャ
ヤ
が

％
ず

つ
、
ク
ラ
カ
タ
ウ
が

％
出

資
し
た
。

普
通
鋼
鋼
材
需
要

７
―
９
月
見
通
し

建
設
増
で

万

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
は
７
―
９

月
の
国
内
普
通
鋼
鋼
材
需
要

が
前
四
半
期

４
―
６
月

比
３
・
９
％
増
の
１
１
２
７

万

に
な
る
と
い
う
予
測
を

ま
と
め
た
。
公
共
土
木
工
事

発
注
の
最
盛
期
に
あ
た
り
、

建
築
も
住
宅
支
援
施
策
の
下

支
え
で
増
加
し
、
建
設
分
野

が
同
６
・
９
％
の
増
加
。

　
製
造
業
は
造
船
が
建
造
活

動
の
ピ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
で
同
６

・
０
％
減
、
自
動
車
が
エ
コ

カ
ー
補
助
金
終
了
後
の
反
動

を
想
定
し
同
２
・
３
％
減
。

製
造
業
全
体
で
は
同
１
・
１

％
減
と
み
て
い
る
。
輸
出
を

含
む
総
出
荷
は
同
１
・
６
％

増
の
１
８
２
６
万

程
度
を

予
想
す
る
。

ホ
イ
ー
ル
製
品
事
業

日
本
ダ
イ
ヤ
に
譲
渡

三
菱
マ
テ

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は

日
、
工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

砥
粒
な
ど
を
焼
き
固
め
た

り
ゅ
う

と砥
石
を
示
す
「
ホ
イ
ー
ル
製

い
し

と品
」
事
業
を
日
本
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
横
浜
市
都
筑
区
に
譲

渡
す
る
契
約
を
結
ん
だ
と
発

表
し
た
。
２
月
に
両
社
間
で

基
本
合
意
し
て
い
た
。
９
月

１
日
付
で
譲
渡
す
る
予
定
。

　
こ
れ
に
よ
り
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具

事
業
を
撤
退
し
、
８
月
末
で

い
わ
き
製
作
所

福
島
県
い

わ
き
市

を
閉
鎖
す
る
。
日

本
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
同
所
を

引
き
継
ぎ
、
ホ
イ
ー
ル
事
業

を
手
が
け
る
。

　
ク
ラ
レ
は

日
、
ポ
リ
ビ

ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

ポ
バ
ー

ル

フ
ィ
ル
ム
製
造
・
販
売

会
社
の
米
モ
ノ
ソ
ル
の
買
収

手
続
き
が
完
了
し
た
と
発
表

し
た
。
買
収
金
額
は
３
１
０

億
円
で
、
自
己
資
金
を
用
い

た
。
連
結
貸
借
対
照
表
は
２

０
１
３
年
３
月
期
第
１
四
半

期
か
ら
、
連
結
損
益
計
算
書

は

年
３
月
期
第
３
四
半
期

か
ら
連
結
決
算
に
反
映
す
る

予
定
。

　
モ
ノ
ソ
ル
は
洗
剤
や
農

薬
、
染
料
の
個
包
装
な
ど
産

業
用
ポ
バ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
を

生
産
す
る
。
年
間
売
上
高
は

約
１
０
０
億
円
。
欧
米
で
は

洗
濯
用
洗
剤
で
の
個
包
装
が

増
え
、
ポ
バ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

市
場
は
拡
大
し
て
い
る
。
村

上
敬
司
ク
ラ
レ
取
締
役
常
務

執
行
役
員
は
「
事
業
規
模
に

対
し
、
買
収
額
が
大
き
か
っ

た
も
の
の
、
将
来
性
を
見
て

買
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
今
回
の
買
収
で
ク
ラ
レ
は

世
界
シ
ェ
ア
約
８
割
を
占
め

る
光
学
用
だ
け
で
な
く
産
業

用
で
も
ポ
バ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

事
業
を
拡
大
す
る
。
モ
ノ
ソ

ル
は
北
米
、
ク
ラ
レ
は
ア
ジ

ア
で
事
業
展
開
を
し
て
お
り

互
い
の
販
売
網
を
活
用
し
て

地
域
補
完
を
狙
う
。
ま
た
、

「
エ
バ
ー
ル
」
な
ど
ク
ラ
レ

の
製
品
を
購
入
す
る
顧
客
と

モ
ノ
ソ
ル
の
顧
客
が
同
じ
場

合
も
あ
り
、
他
素
材
で
も
シ

ナ
ジ
ー
創
出
も
目
指
す
。

　
Ｋ
Ｒ
Ｉ

京
都
市
下
京

区
、
成
宮
明
社
長
、
０
７
５

・
３
２
２
・
６
８
３
０

は
、
固
体
高
分
子
形
燃
料
電

池

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

の
基
幹
部

品
向
け
に
開
発
し
た
材
料
解

析
技
術
を
衣
料
な
ど
他
の
機

能
性
材
料
の
解
析
に
応
用
す

る
。
繊
維
業
界
な
ど
に
売
り

込
み
、
一
部
企
業
か
ら
研
究

を
受
託
し
た
。
燃
料
電
池
向

け
新
素
材
の
発
掘
に
加
え
、

燃
料
電
池
以
外
の
研
究
開
発

用
途
も
開
拓
し
て
い
く
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
基
幹
部
品
で

あ
る
セ
ル
は
、
多
孔
質
素
材

で
電
極
触
媒
層
や
ガ
ス
拡
散

層
が
構
成
さ
れ
、
細
孔
に
水

が
つ
ま
る
と
性
能
劣
化
に
つ

な
が
る
。
そ
の
た
め
同
社
は

液
体
中
の
細
い
管
で
液
面
が

外
部
よ
り
も
上
下
に
移
動
す

る
毛
細
管
現
象
に
着
目
し
た

解
析
技
術
を
開
発
。
燃
料
電

池
分
野
で
受
託
研
究
を
行
っ

て
き
た
。
こ
の
解
析
技
術
を

機
能
性
材
料
全
般
に
広
げ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
向
け

な
ど
吸
水
拡
散
性
に
優
れ
た

繊
維
、
高
性
能
な
フ
ィ
ル
タ

ー
や
水
の
浄
化
剤
な
ど
の
材

料
開
発
に
応
用
で
き
る
と
み

て
い
る
。

　
同
社
が
開
発
し
た
コ
ン
タ

ク
ト
ポ
ロ
シ
メ
ト
リ
法
と
呼

ば
れ
る
解
析
技
術
は
、
水
と

オ
ク
タ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
溶
媒

に
使
い
、
素
材
内
部
の
ぬ
れ

性

水
の
な
じ
み
や
す
さ
と

弾
き
や
す
さ

を
解
析
で
き

る
。
重
量
測
定
や
水
銀
圧
入

法
な
ど
従
来
方
法
と
比
べ
て

細
孔
径
ご
と
の
含
水
率
な
ど

を
把
握
で
き
る
の
が
強
み
。

今
後
は
用
途
に
応
じ
て
対
応

で
き
る
溶
媒
も
順
次
拡
大
し

て
い
く
。

　
家
庭
用
に
普
及
が
始
ま
っ

た
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
、
燃
料
電
池

自
動
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

に
搭
載

さ
れ
、
２
０
１
５
年
に
本
格

市
販
が
予
定
す
る
。
た
だ
、

研
究
現
場
で
は
次
世
代
型
Ｆ

Ｃ
Ｖ
の
開
発
に
焦
点
が
移
っ

て
い
る
。
Ｋ
Ｒ
Ｉ
は
材
料
解

析
技
術
を
幅
広
い
材
料
に
応

用
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次

世
代
型
Ｆ
Ｃ
Ｖ
開
発
に
お
け

る
材
料
解
析
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
考
え
。

　☆ ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 　　 （ ）


